







































Use of the Wechsler Intelligence Scale in the Graduate Programs  
for Clinical Psychology at Showa Women’s University
Akiko SATO, Ayano KIMURA and Haruyo FUJISAKI
 An important function of the Counseling Room affiliated with the Showa Women’s University 
is training graduate students in clinical psychology. Graduate student interns in this institute, 
supported by clinical psychologist, assess and counsel clients varying from children to the elderly. In 
the Counseling Room, the use of the Wechsler Intelligence Scale (WISC and WAIS) for assessment 
has continued to increase and currently accounts for nearly 40% of all cases in 2009.
 The results of WISC tests performed on 30 participants (aged 6 to 16 years) between April 2006 
and June 2009 are reported and the contribution of using the scales to the education of clinical 
psychologists is discussed.
Key words : Wechsler intelligence scale（ウエクスラー式知能検査）， 
counseling room affiliated with University（大学附属の心理相談室）， 
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	 1) 専任カウンセラー：臨床心理士 2) 報告書の書式：付録1参照






























































































Assessment Battery for Children）や DN-CAS











































































































 Table 4 は、VIQ と PIQ の有意差について年
齢群別に示したものである（有意水準５％、15％
水準込み）。９歳未満のケースは、12件中７件
（58.3％）に VIQ と PIQ 間の有意差がみられた。
９歳以上13歳未満のケースにおいても、12件中９
件（75.0％）に VIQ と PIQ の間に有意差がみら
れた。また、両群ともに有意差のあったケースは、




スの多くについて、VIQ と PIQ の間に有意差が
みられないのが大きな特徴であった。
	 小学生のケースは、VIQ と PIQ の有意差とし
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Table 4 年齢別にみた VIQ と PIQ の有意差 
（数値はケース数）　　









	 群指数は、言語理解（Verbal Comprehension: 
VC）、知覚統合（Perceptual Organization: PO）、


















のケース（Table 3）は、VIQ と PIQ の有意差
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佐藤・木村・藤崎：大学附属の心理相談室における知能検査を核としたアセスメントシステム
付録 1：知能検査結果報告書の様式  





































（保護者名）様           平成  年 月  日昭和女子大学生活心理研究所所長      公印
○○さん（平成 年 月 日生 ○歳）の心理検査結果についてご報告させていただきます。  実 施 検 査 ：        （○歳○か月時に実施）  検査実施日：  検 査 目 的 ：落ち着きがない、指示になかなか従えない  検 査 結 果 ：別紙参照  







 なお、このご報告は、あくまでも今回の検査結果から推測される仮説です。検査結果というものは、その時の体調や今後の経験等によって変化することがありますし、検査では測定しきれない面もたくさんあります。そのようなことをご理解の上、今後の子育てや教育にお役立てください。当相談室での相談を継続し、ご一緒に考えることもできますので、どうぞご遠慮なくお問合せください。 （連絡先）昭和女子大学生活心理研究所心理臨床相談室〒154-8533 東京都世田谷区太子堂１－７
TEL/FAX (03)3411-5144    担当：臨床心理士  ○○○○  
WISC-Ⅲ検査結果報告書  検査年月日  H  年  月  日  生年月日   H  年  月  日  生活年齢       歳  ヶ月【検査中の様子】  ・  ・  
 【検査結果および所見】  ・総合的な知的発達水準は全検査 IQ○○で、同年齢集団の中では＜平均＞という結果です。 言語性 IQ○○：言語的な情報の理解や操作は、同年齢集団の中では＜優れている＞という結果です。 動作性 IQ○○：視覚的な情報の理解や操作は、同年齢集団の＜境界線＞という結果です。 全体としては年齢相応の発達ですが、個人内差（  さんの中での得意・不得意の偏り）が大きく、能力の特性についての理解と配慮が必要と考えられる結果です。  




























































○○メンタルクリニック  （主治医） 先生     平成  年 月 日昭和女子大学生活心理研究所所長      公印 ○○ さん（昭和  年  月  日生 ○歳）をご紹介いただきまして、ありがとうございました。心理検査結果につきまして、ご報告させていただきます。   実 施 検 査 ：日本版 WISC-Ⅲ（○歳○ヵ月月時に実施）   検 査 実 施 日 ：平成  年  月  日   検 査 目 的 ：不登校   検 査 結 果 ：別紙参照  
 
 認知機能のアンバランスが大きく、学業不振や不適応感につながっている可能性があります。  ご本人様・保護者様には、  月  日に来室いただいた折に、検査結果および学習や生活においての工夫について、いくつかご提案をさせていただきました。また、学校の先生にも今回の結果を見ていただき、学校での対応についても検討していただくようお勧めいたしました。  保護者様・ご本人様宛の検査結果報告書を添付させていただきましたので、今後の診察にお役立てください。  今後ともどうぞよろしくお願いいたします。  
 
（連絡先）昭和女子大学生活心理研究所心理臨床相談室〒154-8533 東京都世田谷区太子堂１－７






・VIQ-PIQ 間、群指数間の有意差  






































































なお、このご報告は、あくまでも今回の検査結果から推測される仮説です。検査結果というものは、その時の体調や今後の経験等によって変化することがありますし、検査では測定しきれない面もたくさんあります。そのようなことをご理解の上、今後の生活にお役立てください。ご不明な点については、  ご遠慮なくお問い合わせください。   ＜連絡先＞昭和女子大学生活心理研究所心理臨床相談室  〒154-8533 東京都世田谷区太子堂１－７
tel & fax (03)3411-5144 臨床心理士 ○○○○





1. はじめに □ Wechsler 式知能検査は、練習効果の影響が出ないよう、再検査まで 1年～２年以上間隔をあけるのが望ましいとされている。やり直しはきかないので、責任を持って行えるよう慎重に準備をして臨むこと。 2. 事前準備 □ 実施採点編・理論編（WISC-Ⅲ）、実施採点ﾏﾆｭｱﾙ（WAIS-Ⅲ）を熟読し、検査方法や各下位検査の測定している内容についてよく理解しておく。 □ 必ず誰かに被検者役をやってもらい、実際に近い形で練習しておくこと。   （Ｍの学生など、ウェックスラー式の心理検査を勉強したことがある人に被験者をやってもらうこと） □ 検査中は、ストップウォッチ・検査用具を使いながら、教示を読み上げ、すみやかに回答や観察内容を記録しなければならない。特にストップウォッチと検査用具の扱いについては、練習して慣れておく。 □ 開始問題の２問が不正解だった場合どうするか、必ず練習しておくこと。 （WAIS-Ⅲでは「リバース実施問題」の実施方法を練習しておくこと） □ 被検者の年齢、検査目的について、生活心理研究所で確認しておくこと。 3. 当日準備  □ 時間に余裕をもって、早めに生心研に入る。（30分前では、間に合いません） □ 部屋の準備  カーテンはひいておく  ホワイトボード   検査者  （検査者は扉に近い側が基本） 
被検者用椅子 
（高さ２種類あり） WISC-Ⅲ実施採点編p3参照 




                          下位検査が一つ終わるごとに、検査者が検査番号に○をつける □ 『絵画配列』は、カードが番号順になっているか確認しておく。 □ 『組合せ』は、あらかじめ平板上にピースを配置図通りに並べておき、すぐに提示できるよう準備する。   目隠し用の板   りんご（例示）                         重ねて用意しておく   人形                                 ＊平板がたりない場合は、WAIS または     ・ WISCからとってください。使用後は ・ 必ず元に戻して下さい。     ・ 
１         ８ ２         ９ ３        １０ ４        １１ ５        １２ ６        １３ ７        おわり きゅうけい 





   □ DVDの撮影を行う準備をする。（自分で録画ボタンを押すか、生心研スタッフに頼んでください） □ 検査記録用紙・ワークブックは生活心理研究所のものを使う。 □ 検査マニュアル（WISC-Ⅲ実施採点編、WAIS-Ⅲ実施採点ﾏﾆｭｱﾙ）は教授室から借りる。 □ 咳、発熱など体調が悪くなった場合は、直前であっても、必ず生心研カウンセラーに連絡すること。 （状態によっては、生心研カウンセラーが検査を担当します） 4. 実施 □ 被検者とのラポールを大切にする。 □ チャイムが鳴る時間を確認し、課題を行っている途中にチャイムが重ならないよう気をつける。 □ 教示は、大きな声ではっきり言う。 □ 教示は、マニュアル通り正確に言う（マニュアルを見ながら実施してよい）。 ex.WISC-Ⅲの『数唱』では「私が言い終わってハイと言ったら…」だが、WAIS-Ⅲの『数唱』では「私が言い終わったら、私が言った通りに言ってください」と教示し数列の後にも「ハイ」をつけない。 □ 机上には必要最小限の物だけ置き、使い終わった検査用具や鉛筆はすぐに片付ける。 
 5. 片付け □ 検査用具、部屋は全て元通りにもどす。 □『絵画配列』のカードは、番号順に入れて返す。 
 6. 結果の整理 □ 検査終了後 → 生心研ｶｳﾝｾﾗｰと粗点の確認をする。 □ WSC-Ⅲでは「実施採点編」「尺度換算表」、WAIS-Ⅲでは「実施採点ﾏﾆｭｱﾙ」を参照し、評価点・IQ・群指数を計算する。  □ WISC-Ⅲでは「理論編」p44～48、WAIS-Ⅲでは「実施採点ﾏﾆｭｱﾙ」を参照し、有意差検定、S と Wの判定を行う。 → ここまでできたら、数値などが合っているかどうか、生心研ｶｳﾝｾﾗｰに確認をする。 
 7. 報告書の作成 □ 実際に保護者や他機関に宛てる報告書については、生心研ｶｳﾝｾﾗｰが作成する。 □ 自分が実施した検査結果については、必ず自分で報告書を作成してみること。生心研ｶｳﾝｾﾗｰの作成した報告書と照らして検討し、疑問点や不明な点があれば生心研ｶｳﾝｾﾗｰに質問すること。 □ 保護者への報告の面接が予定されている場合は、陪席してもよい。 □ 報告書作成例は、生心研に用意してあるので、生心研スタッフに問い合わせる （生心研内で閲覧、持ち出し厳禁） 
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